
・資金調達が困難な時期は、研究開発段階、初期段階（起業前後）が多い。

・大学発ベンチャーは基礎研究の成果をもとに事業が始められることも多く、製品化までのリードタイムが長いといった経営面や技術面
でのリスクも高い。このため、ベンチャーキャピタル等からの資金調達も困難である。

・諸外国と比較すると、我が国におけるベンチャーキャピタルの投資残高は米国の１／３０、欧州の１／２５と低い水準である。

・大学発ベンチャーの初期段階の資金調達先は、自己資金や親兄弟・親族、友人知己の者からが多くを占めている。

・エンジェル税制を活用した投資は、英国で約４億ポンド（約８百億円）、米国では約２百億ドル（約２兆円）に及ぶのに対し、我が国は約
２０億円（平成１７年度）に留まっている。

日米欧のベンチャーキャピタル投資残高（単位：百億円）

大学発ベンチャーの資金面での課題

（「平成１８年度ベンチャーキャピタル
等投資動向調査報告」（VEC)より）

ベンチャーの立ち上げ支援の調達先

（「地域エンジェルの活性化に必要な総合的支援のあり方に関する調査研究報告書」
（日本エンジェルズ・インベストメント）より）

大学発ベンチャーの資金調達が困難な時期

（「平成18年度大学発ベンチャーに関する基礎調査報告書の概要」（経済産業省）より）
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大学発ベンチャーの販路面での課題

件数 構成比

自治体の公的調達制度の活用度

（「平成18年度大学発ベンチャーに関する基礎調査報告書の概要」（経済産業省より）

大学発ベンチャーにおける顧客開拓の主要な方法大学発ベンチャーと中小企業のターゲット市場

・大学発ベンチャーは「他では行われていない研究開発」の成果をベースに「新規に創出する市場」をターゲットと
するケースが多い。顧客側が実績や知名度を優先する傾向が強い我が国では、販路の確保が課題となっている。

・こうした中、多くの地方公共団体が公的調達を進めているが、そもそも「公的調達制度を知らない」という大学発
ベンチャーが半数近くある。
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